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新
名
誉
会
員
の
推
挙

「
千
里
山
会
規
約
第
四
条
会
員
」
中
に
以
下
の
よ
う
に
「
名

誉
会
員
」
に
関
す
る
条
文
が
あ
り
ま
す
。

「
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
、
本
会
に
功
労
が
有
っ
た
会
員
、

お
よ
び
本
会
の
発
展
に
特
に
深
い
関
わ
り
が
有
っ
た
方
に
対
し

て
、
総
会
の
議
を
経
る
こ
と
に
よ
り
名
誉
会
員
の
称
号
を
贈
る

こ
と
が
出
来
る
。
」

今
年
度
よ
り
次
の
方
々
を
名
誉
会
員
に
推
挙
致
し
ま
す
。

十
一
月
十
一
日
開
催
の
総
会
に
て
改
め
て
お
諮
り
し
ま
す
。

十
五
回
生

森
田
千
里
様
、
山
本
平
八
郎
様
、

渡
辺
岬
様
、
伊
藤
(
山
崎
)
稜
子
様

(
2
0
2
0
年
)
に
推
挙
す
る
方
々

天
野
義
彦
様
、
松
村
信
夫
様
、

小
沢
〈
飯
島
)
静
子
様

来
年
度

十
六
回
生

事
務
局
で
は
規
約
第
四
条
に
基
づ
き
次
の

2
項
に
よ
り
推
挙

し
て
お
り
ま
す
。

1
.
前
年
ま
で
会
費
を
納
め
て
頂
い
た
方

2
.
何
ら
か
の
形
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出
来
た
方

大
き
な
特
典
な
ど
用
意
す
る
こ
と
が
出
来
ず
残
念
で
す
が
、

会
費
振
込
手
数
料
の
値
上
げ
に

つ
い
て

当
会
で
は
会
費
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
て
、
振
込
み
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
(
手
数
料
は
当
会
負
担
)
。
今
年
4
月
1
日

よ
り
以
下
の
通
り
手
数
料
が
大
幅
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
の
経
費
削
減
の
た
め
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

窓
口
払
込
み

1
3
0
円
↓
2
0
0
円

A
T
M
払
込
み

8
0
円
↓
1
5
0
円

従
来
よ
り
総
会
に
ご
出
席
さ
れ
る
方
は
総
会
当
日
受
付
で

現
金
支
払
い
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
一
層
徹
底
頂
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
別
に
電
借
振
替
の
制
度
が
あ
り
、

お
持
ち
の
方
は
何
方
で
も
使
用
可
能
で
す
。

ゅ
う
ち
ょ
口
座
を

窓
口

1
4
4
円

A
T
M

月
一
回
ま
で
無
料
、

2
回
目
以
降
は
1
1
3
円

通
帳
ま
た
は
ゅ
う
ち
ょ
カ

i
ド
を
用
意
し
、
送
り
先
に
当
会
の

口
座
記
号
と
口
座
番
号
を
手
入
力
し
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
正
し
け
れ
ば
「
千
里
山
会
」
と
表
示
さ
れ
ご
確
認
頂
け
ま
す
。

不
明
な
点
は
局
員
に
ご
確
認
頂
き
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

内
容
と
し
て
は

1
.

「
贈
呈
」
と
し
て
会
誌
を
お
送
り
す
る
。

2
.従
い
会
費
は
請
求
せ
ず
会
費
の
振
込
用
紙
は
同
封
し
な
い
。

そ
の
他
総
会
の
案
内
状
な
ど
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
お
送
り

致
し
ま
す
。

現
在
の
「
名
誉
会
員
」
は
次
の
方
々
で
す
。

六

回

生

堀

部

純

男

様

九
回
生
飯
島
泰
蔵
様
、
浅
沼
(
安
倍
)
操
様

岩
橋
千
賀
子
様
、
松
岡
(
梶
山
)
千
鶴
子
様

五
十
嵐
(
伊
達
)
葉
子
様

飯
島
謙
蔵
様
、
河
合
(
岡
村
)
貞
子
様
、

伏
見
千
瑞
子
様
、
三
谷
(
平
井
)
万
里
子
様

内
井
次
郎
様
、
下
島
昭
治
様
、
平
城
正
巳
様

美
川
州
平
様
、

小
川
(
伊
達
)
雅
子
様
、
道
免
(
辻
)
雅
子
様

安
倍
謙
一
様
、
阿
部
弘
様
、
三
分
一
克
美
様

吉
田
静
夫
様
、
諏
佐
和
子
様

十
回
生

十
一
回
生

十
二
回
生

十
三
回
生

十
四
回
生

な
お
、
九
回
生
岩
橋
千
賀
子
様
、
十
四
回
生
吉
田
静
夫
様
は

従
来
よ
り
「
会
友
」
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

名
誉
会
員
に
推
挙
い
た
し
ま
す
。

以

上

千
里
山
会
事
務
局

奥
田
記

場 日

おお初参 詳場皇 所 時 ρ寸、

誘待 細所居 年
いち加はでや 一一 メ~ の
合し者同す。因ムヨミ 菱商菱ク

手口 千
わて、封

十時年元 里
せい入案内 議事

事ラ
山のま会 ビブ 半

上す希状 堂 ノレ 十
iτ民~ 

ご望を カ3 受月 総
出
者な覧ご

十 付玉 1τ民』

席 望 開日
. 

下 ど下 出 階 始( 懇

さ 広さ 来
土 親
) 

τ之民』し、 くい る 十。
席出

絶
女子 時

者 の 開
を Zl三』
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